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杉 並 区 広 報 課 

飲み屋さんまつりで食品ロス削減を呼びかけ 
11月７～9日の 3日間で開催される「阿佐ヶ谷飲み屋さん祭り」で、ポスターの掲示をは

じめ、オーダー時に食品ロス削減への協力を呼びかけることにしました。この取り組みは、

杉並区が 9月に立ち上げた「杉並もったいない運動推進委員会」の委員の一人が、飲み屋さ

ん祭りの主催メンバーであることからスタートしたもので、飲み屋さんまつりに参加する

130店舗ほどで行われます。 

 

今年 6 月、東京二十三区清掃一部事務組合が平成 28 年度のごみ収集量を発表しました。

その結果、杉並区の区民一人 1 日あたりのごみ排出量は 474 グラムとなり、６年連続で 23

区最少を記録しました。 

現在、23 区が利用できるごみの最終処分場は中央防波堤埋立地のみで、その寿命は 50 年

あまりと言われています。こうしたことから、ごみの分別の徹底や資源化に取り組んで、家

庭から出るごみの量を減らし、資源循環型社会を形成することが必要不可欠で、食品ロスの

削減は優先的に取り組むべき課題となっています。 

 

そこで、杉並区では今年 9月、「杉並もった

いない運動推進委員会」を立ち上げました。 

委員会には、杉並区商店会連合会のほか、Ｎ

ＰО、消費者団体、区民合計 11名が就任。そ

の一人が、川名洋彦（かわなひろひこ）さん

です。川名さんは、「串カツ屋エベス」の経営

者で、南阿佐谷すずらん商店街振興組合の理

事長も務めています。その川名さんのお店も

参加するのが、2011年秋から開催している「阿佐ヶ谷飲み屋さん祭り」です。阿佐ヶ谷や荻

窪界隈にたくさんある飲み屋さんを覗いてもらい、行きつけの店を作ってもらおうというの

がその目的で、今回は 11月 7～9日まで約 130店舗が参加します。1日券の 4000円を支払う

と、参加店で出される 1杯目のドリンク代が無料となります。2日券は 7000円、3日券は 9000

円です。（前売りはいずれも 500円引き） 

 

前回の飲み屋さんまつりの際には、川名さんのお店にも 1日に 60～100人程度の来客があ

りました。自慢の料理を出しても、話に夢中になって残していくお客さんも多いそうです。

特に宴会などではその傾向が強く、味や量に問題があったかなと悩むこともあるそうです。

もちろん、食べ残しの処分は有料ごみで支出も伴います。こうしたことは、どこの飲食店に

も共通する問題で区からの要請を受け、食品ロス削減の呼びかけを行うことになりました。 

 

【問い合わせ先】 ごみ減量対策課 電話 03-3312-2111 内線 3721 






	291102asagayanomiyasannmaturi
	飲み屋さんまつり

